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     ■天井設置事例 ･･･ 奥行き 40cm             ■壁への設置事例(６畳間壁) 

   【室の平均吸音率(天井設置時) ↓】                       【６畳間壁面への設置事例(材料７種) ↓】 

                                      

                            (拡散吸音体断面)           

                   

                                      

 

 

                  （設置面積 12%および 24％）                   差込式(材料 7種) 

       【平均吸音率逆算事例 ↓】                                        (D400×W800×H1925) 

                                                        （←←←← ８畳間・天井設置のﾃﾞｰﾀより逆算 

                                                                                 設置面積 天井の 24 ％  ）                 

                                                     

     ■音響透過性の布材との併用    (幅 1660)        拡散吸音体_表面積 大大大大                     

                            【拡散体設置面積と室の平均吸音率 ↓】                                                                                                                                    【奥行き 40cm のﾕﾆｯﾄを壁に設置 ↓】    

                                      ↑↑↑↑           

                                          前 

                        (幅 1365)           面              

                                      を         （幅 3500） 

                                      合                        （拡散体あらわし） 

                        (幅 910×2)           板                 ↓↓↓↓ 

                                           で  【拡散体前面を音響透過性の布材で被覆 ↓】 

                                      覆 

                                          う          

              (幅 750)          ↓↓↓↓            ←←←← 

                                               

                                      拡散吸音体_表面積 小小小小 

実線･･･平均級音率の周波数特性      （ﾍﾞｰｽ）                                  

      点線･･･残響時間の周波数特性                        （幅 3500）          

                                         (前面に音響透過性の布材) 

      ■天井・壁への併設事例 ･･･ 奥行き 20cm のﾕﾆｯﾄ  

       【設置前後の平均吸音率と残響時間 ↓】                                                  

                          

  

  

(天井)                         (左：奥行き 40cm の拡散体 

                        右：奥行き 20cm の拡散体) 

                

 

                                                

                             

  

           平均吸音率(赤)と残響時間(黒)                     (壁)    

６畳洋室の平均吸音率α
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０　拡散吸音体　無

１　ファールカータ合板

２　段ボールA

３　段ボールB

４　アクリル板

５　針葉樹合板A

６　針葉樹合板B

７　プラダン

⑤天井（ 分散4、 40%） ＋壁（ h=1230、 3段水平）

A A'

天井伏図

断面図( A-A' )

立面図（ 正面）

平均吸音率と残響時間
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残響時間と平均吸音率
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吸音率 ①3500×1320　全面

吸音率 ②1660×1320　ｾﾝﾀｰ配置

吸音率 ③750×1320　ｾﾝﾀｰ配置

吸音率 ④ﾍﾞｰｽ

吸音率 ⑥1365×1320　ｾﾝﾀｰ配置

残響時間 ①3500×1320　全面

残響時間 ②1660×1320　ｾﾝﾀｰ配置

残響時間 ③750×1320　ｾﾝﾀｰ配置

残響時間 ④ﾍﾞｰｽ

残響時間 ⑥1365×1320　ｾﾝﾀｰ配置

tlb02
吹き出し
拡散性が不十分だと、吸音効果を発揮しないことも生じる。

tlb02
吹き出し
各種材料は、低域を除き、ほぼ同一の吸音性能を示す。

tlb02
吹き出し
63Hz帯域を除き、低域から高域までの高い吸音性能

tlb02
吹き出し
反射面(合板)

tlb02
吹き出し
拡散吸音体面
(前面に布材)

tlb02
吹き出し
配置によらず、面積に応じて、各周波数帯域ごとにﾊﾞﾗﾝｽよく吸音効果を発揮する。

tlb02
テキスト ボックス
拡散吸音体面
(前面に布材)

tlb02
吹き出し
奥行きが小さくても、配置を工夫することにより、広い帯域において吸音力をもたせることが可能。

tlb02
吹き出し
奥行きが小さくても、広い帯域にわたりﾊﾞﾗﾝｽのよい吸音力をもつ。

tlb02
吹き出し
拡散吸音体を、２次元的に配置すると、吸音効果が増す。

tlb02
テキスト ボックス
概要書②
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